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〔全科協米国科学系博物館視察研修報告 1 )

米国科学系博物館視察研修を顧みて

ζのたび， 昭和63年1 2月 7 日から 1 2月 20日までの 14 日

間， 全国科学博物館協議会の米国科学系博物館視察研修

1[.参加する機会を得た。 ζの聞の行動と感想を， 日を追っ

て書いてみる乙と K した し 、。参加者は，私のほか， 佐藤

俊朗(滝川市教育委員会社会教育課長)， 佐伯陽一 ( 山

口県立山口博物館学芸課第二係長)， 橋本恭一(山口県

立山口博物館学芸課第一係専門学芸員)， 斎藤和英(日

本科学技術仮興財団事務本部総務課参事補)， 本間岳史

(埼玉県立自然史博物館主査)， 坂根隆治(伊丹市立博

物館主任学芸員)， 武居清(株式会社乃村工芸社文化施

設事業部)，奥村震(株式会社乃村工芸社文化施設事業

部)， 清水弥太郎(株式会社パリスアー ト 工房)， 佐方

まさ子(株式会社 ト ータノレメディア開発研究所企画管理

本部)， 事務局として， 森蹟美(国立科学博物館普及課

課長補佐)，鈴木照夫(国立科学博物館施設課専門職員)

の総勢13名である。

一行には菱和ダイヤモン ド航空サー ビス株式会社営業第

一部主任の掘田弘文氏が同行 した。

今回の研修旅行にあたって， 事前打合せ会を開催し，

公式訪問館は次の 6 館(エクスプロラ ト リウム(サンフ

ランシスコ)，アメ リ カ自然史博物館(ニューヨーク) ，

スミソニアン国立航空宇宙博物館(ワシントン) ， スミ

ソニアン国立自然史博物館(同)，スミソニアン国立歴

史博物館(同)，フィーノレド自然史博物館(シカコ.))。

非公式訪問館は次の 4館(カリフォ Jレニア科学アカデミー

(サンフランシスコ)，シカゴ科学産業博物館(シカゴ) ，

カ リ フォルニア科学産業博物館(ロスアンゼルス)，ビ

ショップ博物館(ホノルjレ))に振りわけた。

1 2月 7 日(水)晴 17時成田空港へ全員集合し ， 初

めてお会いする方もいたので名刺交換をし， 結図式を行っ

て， U A 58便定刻の 19時、 成田空港を出発した。サンフ

国立科学博物館会計課長 太田 貢

ランシスコとの， 時差が17時間もあるので調整のため，

眠る乙とにした。成田から 9 時間余， 予定より多少遅れ

て11時20分過ぎ快晴のサンフランシスコ空港に到着 し た。

空港からノミス iζ乗りガイ ドの Craig W. Risser 氏

の案内でサンフランシスコ市内を見学。サンフランシス

コはちょうど日本の春と秋のくりかえしのような気候で，

年間の平均気温130Cと温暖である。緑地帯にはユーカリ

の木か植えられ， 花壇には三色すみれが咲き誇っていた。

広い道路は片巾 6 車線のと ζ ろもあった。

フィッシャーマンズワーフでカニ料理を食べた後， バ

レス ・ オブ ・ ファインアーツ公園1[.寄りコ ーノレデンブリッ

ヂを渡り ， アラタポイント佐経て， ツインピークスに登

り整然と整備されたサンフランシスコの町並みを見た。

山を下りてシビックセンタ ー， ユニオンスクウェアー を

エクスプロラ トリ ウム ソ ー プフィノレムペ イ ンテイング
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経て， 16時ホテノレへ到着。 19時から，映画「風と共 1[.去

りぬ」の場面になったロビーのあるフェアモントホテル

の最上階クラウンルームで，一行の顔合わせを兼ねて夜

景を見ながらフランス料理を食べた。それから再びパス

で=電球の点ったゴーノレデンブリッヂをはじめとするサン

フランシスコの夜景を見，しばし夢の世界へ誘われた。

今までで一番印象の残る夜影であった。

1 2月 8 日(木) 本日も快晴である。 9 時40分パス

でホテノレを出発， 10時 lζ最初の公式訪問館であるエクス

プロラ トリウムに着いた。高IJ館長の Joe Ansel 氏か

ら説明と案内をうける。之の博物館は， 1 969年 1[. Frank 

Oppenheimer 博士が設立したもので， I博物館」 の概念

を超えた，極めてユニー クなたんけん館である。

職員数は 100人で，そのうち展示物を考案製作する人

が40人(修士・博士課程修了者がかなりいる。)教育プ

ログラム担当者が15人，その他美術関係者，予算関係者

等である。展示は約 700点で，建物面積14 ， 000 rrf，年間

入館者は50万人で65%が大人， 355ぢが18才以下である。

年間予算は1988年-89年$ 745 万てその40%が入場料収

入及び売店の売上げ等で， 34%が会社又は個人からの寄

附， 連邦政府から 12%，州政府か ら 9 5杉 ， その他 5 %で

ある。ボランティアは，と尋ねたら，展示を説明する 2

つのグループがあり，ボランティアではなくお金を支給

して働いても らっているエ クスプレーナーがい る。 l つ

のグルー プは午前中 IL来る大人のエク スプレーナー と ，

もう l つは，午後iζ来る高校生のエ クスプ レーナーであ

る。現在30人ぐらい働いているとの乙とであった。

途中，館長の Dr .Robert L. White 氏があらわれ，

歓迎の挨拶を述べるとともに，乙の博物館を教育の機関

と考えている ζ と ， 我々のやり方は宗教みたいな もので，

我々のやり方を信じてやってい る乙と ， 展示品は全て館

員の手作りであり，その製作方法を書いているクックブ y

クはNo. 1 -No. 3 まであり今迄iζ4， 000冊程売ったとと，

人気があるのでもう l 冊作成する予定である乙と， さら

には，現在は，展示品その物を売っている乙となどにつ

いて説明を聞いた。その後13時30分まで各自自由に展示

をみた。全ての展示品が，手で触れ体で実感する乙とを

通して自然現象を実際K体験できるようになっている。

乙の博物館て、の感想、だが，サンフランシスコから年間

1 ドノレで借りている建物は御世辞にも立派とは言えない

が，館内は自然現象がわかりやすく展示されており，小

学生が実験装置を操作する時，発する音声や，熱気でむ

んむんするばかりであった。展示場のすぐ となりが展示

品の製作工場になっていて，そ乙で次から次へと新しい

展示が製作されてい っ ている。乙のような博物館を設立

された ， Frank Oppenheimer 博士の偉大さをあらた

めて認識しつつ乙の博物館をあと IL した。

カリフォノレニア科学アカデミータ y チプーノレ

再びパスで次の訪問館であるカリフォノレニア科学アカ

デミ ーに向かった。乙の館は公式訪問館ではなかったが，

エクスプロラトリウムの副館長から直

接電話で案内を依頼して頂いたので，館長代理の Jobn

E. McCosker, pb.D. 氏の歓迎をうけた。サンフラン

シス コ市西部のゴーノレデンゲイ ト パー クの中にあり，米

では 6 番目に大きい科学博物館である。自然史博物館，

水族館， プラネタ リウムがあり ， 動物，植物の広い範囲

にわたる収集品がある 。 136 年前の1853年にサンフラン

シスコの医師と実業家のグループにより設立されたζ の

アカデミーは，最初はタウンタウンの中にあり， その後

マーケッ ト スト リー卜 沿いに移転 し たが， 1 906年の地震

によって倒域した後， 現在地iζ 1 9 16年開設したものであ

る。年間の入館者は 1 50万人で，そのうち40万人が生徒

である。予算は年間$ 1 ， 000 万である。職員は 300人い

て展示の製作も館内の展示製作室で行っている。自然の

カリフォノレニアの新しい展示コーナーでは，海の中は実

際iζ魚などが泳いでいる，陸の部分はジオラマが展示さ

れ，見事であった。又，水族館には多くの魚類が飼育さ

れている。ペンギン，イノレカ，オットセイの水槽もあり，

餌をまく時聞にはこれを見学する人で水槽の前はし、っぱ

いになっていた。タッチプーノレでは幼児が潮だまりの生

物，ヒト デ， ウニをめずら しそうに手でさわ っていた。

裏方の標本室，展示製作室等も見学 し 1 6時50分乙の博物

館をあとにした。 ホ テノレ 1[.戻り夕食までの間，ケー ブノレ

カーに乗ってサンフランシスコの夜の町を散策した。夕

食は，日本人町で，有志と寿司をつまんだ。他のメンバー

は，チ ャイナタウンで北京料理を食べた。

12月 9 日(金) 6 時40分ホテノレからパスでサンフ

ランシスコ空港へ，本日 も快晴である。参加者の心掛け

がいいのかなとふと思う。 8 時UA26便でニューヨ ー ク

ケネディー空港へ飛んだ。。西海岸から東海岸まで 5 時間

20分，アメリカ本土の広さに感心させられながら16時20

分，夕闇せまる冬のケネディー空港に到着した。 18時20

分ホテノレに到着し ， 夕食はスペイ ン料理店でロ ブスター

を食べたと いうよりは， 量が多くて食べきれなかった。

12月 10日 (土) 晴， 9 時 1 0分ホテノレを出発 し通訳

円
L
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アメリカ自然史博物館(ニューヨーク)

の岩田氏同乗の小型パス K乗り世界で一番大きなクリス

マスツリーを飾っているロックフェラセンターへ行った。

今回の研修旅行を企画するにあたり ，航空賃の安い時期

ということで12月を選んだが，結果的にはクリス 7ス前

という乙ともあって全米各地共クリスマスツリー，町並

木のイノレミネーションなど町全体が華やいだ雰囲気であっ

た乙とが余計思い出深くした。エンパイヤ ステートビノレ

の最上階 1[.昇り ， マンハッタンを上空から 360度眺めた。

アメ リカ の一面を上から見てみるとあらためて力のある

国であると思った。その後国連本部 lζ寄り， 11時に公式

訪問館であるアメリカ自然史博物館に着いた。セントラ

ノレ ・ パー ク西側にある， アメリカが世界に誇る大博物館で

ある。館長が週末で所用のため，ボランティアマネジャ

の Judith Moreland さんから案内をうけた。年間の

入館者は ， 250万人で50万人が小 ・ 中学生である。予算

は $4500万であり収入のほとんとは ， 会員数が50万人以

上いる友の会の会費と売店収入であり，ニューヨーク市

からも $860 万の援助を受けている。職員は， 500 人で，

ボランティアも 500人程働いている。地下 1 階，地上 4

階の建物には，プラネタリウムもあり，教科書を左右 iζ

あけたように展示しである生態展示，アフリカ館，北米

館，南米館等での自然を扱ったジオラマ展示など， 一日

がかりでもとても見きれない数々のスケーノレの大きい展

示物がある。又丁度，中華人民共和国の協力で特別展

“龍"が開催されていた。展示手法がシンフ勺レで展示物

のパックは壁のまま何も施さず， 展示の説明は前面の下

段の方1[. ， 簡単なものと詳しいものの二種類で説明しで

ある。今後の展示の方向を示しているようであった。

午後は ， 有志でメトロポリタン美術館を見学の後， 5 

番街を通って， 17時にホテノレ 1[.着いた。夕食を博多チャ

ンポンで簡単にすませ， 20時からブロー ド ウェイにある

シュ ーベノレ卜劇場でミュージカノレ「コーラスライン」を

見た。劇場は週末でもあったせし、か夫婦連れでj前員であっ

た。コ ー ラスラインは以前テレビでも見たが， 演技がす

ばらしく，終始舞台K魅きつけられ，眠いのも忘れて最

後まで感激して見た。終了後雪がちらついて寒かったが，

ニューヨークの街へ出た。

スミソニアン機構本部(ワシン卜ンD.C )

12月 11 日(日) 快晴 朝セントラ Jレパークを散策

した。氷河時代の名残りの岩石が公圏内至る所にあり，

大自然の雄大なカをそ乙 iζ見た。五番街に出たが，日曜

日は大きな店はほとんど休みにもかかわらず， クリス 7

スの前という乙ともあり夫婦，家族連れで大変混雑して

いた。 13時10分ホテルを出発しニューアーク空港15時 5

分発U A109針更でワシン卜ンへ向かった。 16時10分過ぎ

夕、レス空港 1[.着いた。空港では， 日曜日であったが，わ

ざわざスミソニアン博物館の Leonard p , Hirsch 氏

の出迎えをうけ歓迎のお言葉をもらい，明日からの訪問

iζ期待しつつパスでホテノレへ向かった。 17時Kホテノレへ

着き ， 夕食は全員で中華料理を食べK行った。旅の疲れ

もなく全員食欲旺盛であった。

12月 12 日 (月) 晴。 9 時にホテノレを出発し， 9 時

1 5分スミソニアン機構本部に到着した。

連邦議会議事堂を横に見ながら記念写真を撮っていると，

職員の方が寒い中をわざわざ迎えにきてくれた。国際業

務部特別補佐の Jeffre! Stann 氏と ASSISTANT
DIRECTOR の Brian W. J. LeMay 氏， (通

訳のNenko Moelkさん同席。)から歓迎をうけ概要の

説明をうけた。乙の後 2 日間Stann氏は終始我々一行に

つきっきりで案内をうけ，身にあまる光栄であった。

10時lζ国立航空宇宙博物館κ到着し館長のPaul Cerｭ

UZZl氏から説明をうけた。 ζ れからの博物館の展示方法

の方向としては， ['国際化及び対人聞を重視してい乙う

と思っているという乙とである。どういう乙とかという

と，機械をただ展示するだけでなく ， 対人間の方向に持っ

て行きたい。すなわち，対人間とは，スペースシャトノレ

の宇宙船を地上からみた場合， エコロジ一関係， 植物関

係，平和関係，ソ連との関係等間違った情報を与えない

よう ， そしてソユーズとアポロのドッキングの展示など

人聞を重視した展示を行し、たし、」とのことであった。

新しい展示としては来年 BEYOND THE LIｭ

MITS というギャラリーをオープンする予定であり ，

展示工事中の現場に案内され， 試作品を見，又， 説明を

うけた。昼食後，ギャラリー国立航空宇宙劇場でIMA

X製作方法による特別映画を鑑賞したが大画面の迫力あ

-3-
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展示準備中の

Beyond the Limits 

る映像に感動した。その後展示場を少 し見て， 国立歴史

博物館を訪ねた。 応接室には ， Arthur Molella 会長

始め 6 名の各部署の責任者がおられ， 約 1 時間意見交換

を行った。乙の博物館でも ， í 乙 乙 3 - 4 年は展示更新

に重点、を置き，観覧者にわかりやすい展示，触れる展示，

映像とか劇場などを考えている 」 乙と等について発言が

あった。 終了後館内の展示をみた。この博物館には， イー

ラ イ ・ ホ イ ッ 卜 ニ ー の綿繰り機からフォ ー ドのT モデノレ

に至るまで， 国の科学技術， 文化遺産を代表するものが

展示されている。革命戦争， 産業革命後のアメ リカ人の

日常生活展， 種々様々なアメ リ カ人の起源に関するもの

である。又， 農業， 医学， 陸軍史， グラフ ィ ックアート，

陶器，ガ ラス工芸，政治史， その他いろいろな分野に関

するものが展示されていた。 16時30分頃館を後iζ し， 午

前中に訪問した国立航空宇宙博物館の展示が時聞がなく

よく見ていなかったので， 再び同館へ戻り ， 米国の航空

字宙技術を集大成 した実物展示の迫力を味わった。ラ イ

ト兄弟のキテイ ・ ホ ー ク機， リ ン ドパー グのスピ リ ッ ト ・

オ ブ ・ セ ン ト・ ノレイ ス ， ジョン ・ グ レ ンのフ レ ン ド シッ

プ第 7 号， アポ ロ 11号司令船， スカイラブ軌道回転作事

室， 第二次世界大戦戦品目機日本の三菱A6M 5 ・ ゼ ロ戦，

気球と飛行船等々がある。もう少し時間をかけてみたかっ

たが，次の約束もあ っ て同館を後に し， 科博の 3 人で，

国立歴史博物館でスタッフと意見交換

日本大使館へ向かっ た。日本大使館を出 る頃にはあたり

も暗くなっ て， 締麗IC整備 さ れたワシ ン 卜 ンの町並をタ

クシーはホテノレへと向かった。その夜は， 有志でシー フ ー

ド料理を食べにジョ ー ジタウンへ出た。

1 2月 1 3日(火) 曇 9 時30分過ぎ ホ テノレを出発 し

途中ホ ワ イ卜 ハウス前で写真を撮り ， 1 0時国立自然史博

物館に着いた。玄関では， すでに Stann 氏が待ってお

られた。 乙の国立自然、史博物館では，特に次の 3 ケ所の

調査を希望 しておいた。

(1 )自然博物学者セ ンター (2)発見室 (3)昆虫動物園

まず ， 自然博物学者セ ン ターでは ， 教育部長の

Lauraν1ckie さ んから詳細 に説明し て頂いた。 「乙

の施設は， 素人の科学者又は収集家のためにあり ， 真剣

lζ学習 したい人が参考書， 科学的な器具を自由に使える

ように してあり ， 鉱物や岩石， 動物，植物文は人類学的

な標本については主に乙の館の近郊から収集 し， 手で触

れて， 調べて見たり してもよ いように し てある。 5 年前

から中高校生も使えるように したが1 2才未満の子供は使

用できない。 J 開場時聞は ， 日曜日は 12時から 17時，水

曜日から土曜日 は10時30分から 16時迄と な っ ている 。 ζ

乙 lζは ， 2 人の自然学者が常時いて ， 80人のボランテ ィ

アが交代で働いてい る。「毎年 15 ， 000人以上 (生徒が

3 ， 000人)の人が訪ずれ， 自分でキャ ビ ネ y ト を開け ，

触ったり ， 対比したり して調べている。乙のセ ンターが

できた1 2年前は標本も少なくさみ しい ものであ っ たが，

会社， 企業から設備， 備品類の寄附を受け， 標本も次第

IC集まって， 今日 IC至っている。生徒は学校の科学の時

聞に利用するが， 多くの生徒は再び週末 IC 乙 ζ へ来て，

調べものを している。発足当時開館日 IC は毎日のように

乙 ζへ通っていた1 3才の少年がいた，その生徒は， 今で

は博士号を取って宇宙飛行士になってい る」 とい う ζ と

であった。 「 乙のセンタ ーでは ， 生徒達iζ研究心を植え

つけ， 科学する心を持たせる乙とが重要な役害IJである」

と熱っぽく我々に語った。

次に案内をうけた「テdイスカパ リ ーノレム」は，小学生

達の室で，いろいろな標本を箱 lζ入れておき ， 子供達が

自由に取り出せる。子供達 IC 自由に触らせる乙とについ

ては， 当初，破損率が高くなるのではな し 、か と危慎 して

いたが， 結果的には触らせた方が丁寧 IC扱い ， 破f員率 も

1 %と非常に低い と い う乙とである。 開場時間は， 月曜

日から木曜日 は 1 2時から 15時迄， 土曜 日及び日曜日は ，

11時から 1 7時迄である。乙の室は， 15年前にでき ， 各展

示品の説明lとは点字も施 しである 。 室は ， 35人以上は，

はい らないように小さく してあり ， 2 人の自然学者が常

時， 70人のボランティアが交代で働いている。子供達が，

何かを発見できるような輝いてみえる室であ っ た。

展示場の一角に10年前Kオ ープンした昆虫動物園があ

4-
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ナチュラリストセンター(国立自然史博物館)

ディスカパリールーム(国立自然史博物館)

昆虫動物園(国立自然史博物館)

る。初め生きた見虫を展示したが， 乙れが人気があって

どんどん大きくなり今日に至っている。昆虫もすでに 3

代自にはいっており，奥の一角 IC:は，昆虫を育てる室も

あった。我々が乙の室K着いた時，ちょうど小学生の団

体がボランティアから説明をうけていた。実際に青虫の

さなぎを手iζ取って握らせ，体の熱を加えることによっ

てさなぎの尾の部分が動くことを体験させている様子K

は，心暖まるものを感じた。引き続き館内の展示場を見

学したが，乙の博物館には，人々とその自然環境に関す

る豊かな資料があり，人類の初期の歴史や世界の文化の

発達過程が学べるようになっている。又，数千もの植物，

崎手l瀕，鳥類，両生類，隈虫類，昆虫，海の生物，化石，

宝石類，鉱物， 岩石，慣石等の標本がある。又氷河時代，

進化過程，恐竜，その他の死滅した動物や植物を専門iζ

展示している回廊もある。乙乙も， もう少し時間をかけ

て見学したかったが，昼食会の時間となったので，昨日

訪問した歴史博物館の食堂で 1 時間程昼食をとりながら

5 

懇談した。その後，車で30分位の所にあるスミソニアン

インスチチューションの MUSEUM SUPPORT 

CENTER を見学させて頂いた。乙の施設は， 一般には

公開されておらず，我々一行が見学できたことは大変光

栄な ζ とであった。小高い丘の広大な敷地 4 .5エー カー

(約18.210rri')にある建物ではキュレーター，科学者，

実習生が300人程働いている。建物は約$ 5, 000万かかっ

たそうで，警備と挨の防護のため出入口が 2 か所しかな

く ， センター内lζは壊がなかった。現在のところ倉庫は

25% しか使用されていないが，今後 6 年間で60%位迄 lζ

使用する予定である。 5 年前から当方のコンビュータ処

理を行し、すでに， 6 ， 000万点登録した。人類学の標本だ

けでも， 300万点の標本があるとの乙とであった。セン

ターの目的が標本の保管，保存，研究の 3 つに重点を置

いておりいかに資料を大切にしているかがひしひしと感

じられた。 17時Kセンターをあとに，スミソニアンのマ

イクロパスで，ホテノレまで送ってもらった。夜は，スミ

ソニアンから David Challinor 氏はじめ 5 名が加わ

り， 19名で日本料理の夕食をとった。

12月 14 日 (水) ー曇 8 時30分過ぎホテノレを出発しナ

ショナノレ空港10時発UA 607便でシカゴiζ向かった。世

界一大きいシカゴ空港には， 11時 10分頃到着した。相当

寒いだろうと覚悟していたが，快晴で予想より暖かかっ

た。計画では到着後市内見学となっていたが，全員の希

望で，明日公式訪問する予定のフィーノレド自然史博物館

をゆっくり下見しようという ζ とになり ， 併せて隣りに

あるシェッド‘水族館も見学する乙とになった。まず世界

最大というシェッド水族館を先に見たがめずらしし、軟体

動物や締麗な魚類をみて， しばしメノレへンの世界に浸っ

た。又，解説者がつかなかったので辞書をひきながら ，

ゆっくり思いのまま見学した。 しばらくしてフィーノレド

自然史博物館へ移ったが，大きな中央ホーノレには恐竜や

アフリカ象が並んでいて，ホーノレの大きい乙と，乙れだ

けで圧倒されてしまった。展示技術は古い感じをうけた

が，展示数が多いのには驚いた。

夜は，イタ リ ア料理を食べ i乙行き，その後有志てマグ

ニフィセン ト・ マイルの近くへジャズ演奏を聞きに行っ

7こ。

1 2月 1 5日(木)晴 9 時すぎにホテノレを出発し 9 時

35分フィーノレド自然史博物館を公式訪問した。

Michael Spock;\! l]館長から説明をうけた。建物面積

は 9万平方フィー卜(約8360 rri')で， 400 人の職員が働

いている。年間入館者は， 125 万人で予算は ， $1, 600 

万で， 展示されている標本は ， 1, 900 万点である。 4 年

後の1993年が開館 100年にあたるので，乙れにむけて，

5 年前から展示を更新すべく検討にはいっている。ホー

ノレには理解しやすいものと，目を引くものを置き ， 導入
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部は気軽にはいれるようにファミリー中心の展示とか，

見てわかるものを展示し，奥の方iζはもっと詳しく見学

したい人のためK専門のものとか，図書類を置くなど，

民間人や専門家の意見を参考 11::展示について配慮してい

る。教育面についても， さらにレベルアップしたいとの

ζ とだった。

乙乙で教育の現状について， Susan E. Stob さん

から説明を聞いた。学校の先生と博物館が密接iζ繋がっ

ていて，博物館から学校側κパンフ レ ットを渡し，子供

達にどういう展示を見せるか事前に選択させ，どのよう

に見学したらよし、か打ち合わせをする。家族の方iζ対す

るプログラムも用意されている。さらに興味のある方に

は特別に学習したい人のためのフ。ログラムも準備され

ている。説明終了後いろいろな教室や貸出標本保管室に

案内された。乙の博物館では標本の貸出しを1930年から

始めていて，貸出標本保管室には 3 週間貸し出しできる

標本がぎっしり保管されていた。

特別展示の「エジプ卜展」を最近オープンしたばかり

で， そ乙 11::も案内された。全てか職員 11::よる手作りで，

できるだけ実物を展示しであり，又， 生きたトンボやメ

ダカ ・植物などのエジプ 卜 の環境の生態展示も行われて

いて，新鮮な感じをうけた。

午後からは，シカゴ科学産業博物館を訪ねた。乙の博

物館は，科学の原理，技術の進歩， 産業の応用について

展示している大型館で， 1893年に開催された世界コロン

ピア博覧会のパビ リオ ンを再建し利用している。約2， 000

点にもなる展示物は，ボタンを押したり手で触れたり出

来るように参加型をめざして工夫されている。炭坑の再

現，第二次大戦時の独の潜水艦 U-505，人間の全身のス

ライス展示， 100 点におよぶ胎児の成長の展示なと， そ

の大胆さに恐れいりつつ， 案内の人の話を聞いた。人間

のスライスや胎児の展示を見たにもかかわらず，その夜

'i.科易シカコQのでかし、ステーキを全員で食べに行った。

1 2月 1 6日(金) 曇 8 時ホテノレを出発。 10時 シカコ

空港発UA 103便でロサンゼノレスへ向った。 13時ロサン

ゼノレス空港に到着 した。曇りではあるが気温は160C と温

暖で，だだっ広い感じのすると乙ろである。パスでサン

タモニカ. ビパリーヒノレズ， ハリウッドを回って，ホテ

ノレに着く頃にはあたりも措くなっていた。その夜は， 有

志、で焼鳥屋へ行った。

1 2月 17日 (土) 曇のち晴 9 時80分ホテノレを出発し

途中ロサンゼノレスオリンピックのスタジアム 11::寄って，

訪問館であるカ リ フォノレニア科学産業博物館へ10時K着

いた。乙の博物館は，企業による展示室の集合で，航空

と宇宙，地震，電気，通信等に重点、を置いた産業技術の

展示館である。特別展として， r香水」を開催していた。

展示物は，どのホーノレもダイナミックであり，観覧者に

展示品をより理解させるため観覧者が白から手κ触れ，

それを楽しみながら理解するといった工夫が至ると乙ろ

に施されている。ボタン操作或いは， 電話装置による解

説等により，展示により深い感心を持たせるように考え

られている。午後は今回の研修旅行で初めてのフリーの

時間としたので，買い物，名勝 ・旧跡へ出かける人等各

自白由iζ散った。夜は全員でラテン音楽を聴きつつ， メ

-6-
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スタ y フから説明を聞く一行(フィーノレ ド 自然史博物館)

キシコ料理をl床わ っ た。

12月 18日(日)晴 6 時30分ホテノレを出発した。 8

時4的?ロサンゼノレス空港発UA 1 97.便でホノノレルiζ向かっ

た。 1調寺 1 0分ホノノレノレ空港に到着。晴れで初夏の感じで

ある。まずビショ y プ博物館へ向かった己乙の博物館は，

ハワイ王朝末期の 1889年の創設で，特K，ポ リ ネシア、

人類学と自然科学における学術的収集品でよ く 知 られて

いる。古代ハワイ文明の遺産の数々， 太平洋の民俗芸術，

諸外国からの影響の経過，移民による各国の文化資料，

太平洋の自然生物等か展示されてしる。その後パンチボー

ル等に寄って， 1 5時にホテノレに到着 した。今回の研修旅

行の最後の夜はサンセ y ト クノレージングでハワイアンを

聞きながら食事をとり旅の疲れを癒した。

1 2月 1 9日(月)暗 7時50分ホテノレを出発しホノノレ

ノレ空港l佃寺30分発 U A 83 1便で成田へ向かった。

12月 20日(火)暗 14時過ぎ成田国際空港に到着 し

た。 2 月下旬に上野の科博で資料交換会を開催する ζ と

を約束して解散した。

乙のたびの研修旅行は， 訪問館が多く多忙であったが，

特に博物館の裏方の部分も研修 し， 実り多き研修旅行で

あったと思う。 ま た， 参加者全員病気もせず，事故にも

会わず無事帰国できた乙とは， 大3留まれていたと思う。

最後 IL， ζ の視察旅行 IL参加する機会を与えて下さっ

た諸淳館長iζ，又旅行のお世話をして下さった関係の方々

に心から感謝の意を表する次第である。

なお，個々の博物館につきまして参加者から順次詳細

に紹介する予定です。

(以上)
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貸出し用標本の収蔵庫(フィーノレド 自然史博物館)

貸出 し用標本(フィ ノレド自然史博物館〕

訪問館リスト

.THE EXPLORA TORIUM 
3601 Lyon St., San Francisco CA. 94123 

・CALIFORNIA AC;;DEMY OF SCIENCES 
Golden Gate Park, San Francisco CA. 
94118 

・AMERICAN MUSEUM OF NATURAL HISｭ
TORY 79th St. & Central Park West, New 
York NY. 10024 

・NATIONAL AIR AND SPACE MUSEUM 
Sixth St. , and Indep白ndence Ave.,S.W. , Waｭ
shington DC. 20560 

・NATIONAL MUSEUM OF AMERICAN HISｭ
TORY 14th St. and Constitution Ave .,N .W., 
Washington DC. 20560 

.NATIONAL MUSEUM OF NATURAL HISTｭ
ORY 10th St. and Constitution Ave ., N.W ., 
Washington DC. 20560 

.FIELD MUSEUM OF NATURAL HISTORY 
Roosevelt Rd. at Lake Shore Dr. , Chicago 
IL. 60605 

・MUSEUM OF SCIENCE AND INDUSTRY 
57th St. and Lake Shore Dr ・ . Chicago IL. 
60637 

.CALIFORNIA MUSEUM OF SCIENCE AND 
INDUSTRY 
700 State Dr.. Los Angeles CA. 90037 

・BERNICE PAUAHI BlSHOP MUSEUM 
1355 KaIihi St..Honolulu HI. 96819 
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エクスプロラトリウム

エクスプロラトリ ウム正面玄関

今回の全科協米国科学系博物館視察研修旅行では，ア

メリカの博物館のスケーノレの大きさにおどろくと共 11:，

各博物館とも教育に非常に重点をおき，運営している乙

と，さらには，ボランティア活動も活発で，友の会， ミュ

ージアムショップにも相当力をいれている乙とがわかっ

た。乙乙 lζ特 lζ感心した博物館の 1 つエクスプロラトリ

ウムについてと紹介します。

サンフランシスコ市の北部パレス・オブ ・ ファインアー

ツ公園に隣接してエクスプロラト リ ウムという理工系の

博物館を最初K公式訪問した。

73年前のパナマ太平洋博覧会が開催された折，その会

場として建設された建物を作りなおしたもので，内部な

どは，自動車修理工場のガレージのような建物ではある

が，玄関入口上の「風のハープJ 11:感心しつつ， 一歩中

へはいると観覧者の熱気，機械の音で活気のある博物館

である。副館長の Joe Ansel氏の乙とろよい出迎えをう

け，説明をうけた。途中，館長の Dr. Ro bert L. 

White氏からも挨拶があった。

乙の博物館の創設者は， 4 年前IL故人となられたフラ

ンク・オッベンハイマ一博士が， 1969年に設立したので

ある。物理学者で子供好きであり，コロラド大学教授で

あった博士は， 1968年に「科学博物館の論理的基礎J と

いう論文を書か札その中で，科学技術について， r一般

副館長の説明を聞く視察団

8 

国立科学博物館普及課長補佐 森 康美

の人々との理解を深める乙とがますます必要になってい

る」と述べられ，その頃に「し、ろいろな自然現象を先生が

生徒に説明する ζ とができないのは，学校か悪いのでは

なく，科学の勉強には，自分の日で見，自分の手で動か

す乙とのできる実験装置が必要なのだ， それが欠けてい

るのである。すなわち， ζ のような実験装置なしに人々

に自然現象，科学技術を説明しようとする乙とは，人を

水辺に連れてくる乙となし 10)< 11:はし、らずして，水泳と

はどういうものかをおしえるようなものである。博物館

は，学校や教室の代用品であるべきではなく，教育し学

習するために来る場所であるべきである。来館者か博物

館を生き生きとした刺激的な場所として発見できるよう

でなくてはならない。とりわけ，博物館は正直でなくて

はならす，その乙とで，科学技術は人間の価値と熱望に

深く根ざした役割を負っているという考えを伝えるもの

でなければならない。J "ーーと，そ ζ で，オッペンハイ

マ一博士は，観覧者が参加する博物館となる乙とを目ざ

して，乙の博物館を創設 したのである。

ζの考えが今日までも引き継がれていて，博物館はた

た展示するのでなく，展示しているものに参加，利用し

て自然、現象をおしえる教育の機関と考えて，現在 100人

のスタッフと他Kエクスプレーナー(展示説明者)が働

いている。面積14， OOOrrfで，年間50万人の入館者がある。

内訳は， 65%が大人で， 35%が1 8才以下である。年間予

算1988年-89年$ 745 万のうち，その405ぢが入場料の収

入他か寄付金，繍助金等である。

館内には， 館員が考案し，製作した 700K近い展示物

か展示されている。どの展示物も実際 lζ実験できるよう

になっていて，観覧者をとり乙にさせていた。それぞれ

の展示物の内容については，他の方の紹介を待つζ とと

したい。それらの展示物の製作理論について掲載されて

いるクックブックは，ナンバー I . n.m と出版されて

展示解説をするエクスプレー ナ ー
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エクスプロラトリウム 見取り図

いて，現在までに 4.000冊も売られているようであり，

ζのクックブックは人気があるので， もう 1 冊ナンバ

Wを作成する予定のようである。又，最近では展示品そ

のものを特別に販売しているとの乙とであった。

出口の部分にミュージアムショップが設置されていて，

店内，cは書籍.T シャツ，科学おもちゃなどがと乙ろ狭

しと並べられ販売されていた。売上げが博物館の予算の

相当部分を占めるとあって，販売品等についてもよく考

案されていて，興味深しおもわず数種類のものを買っ

てしまった。

友の会についてみると，現在会員は 5.000人で，特典

Kは， ① 1 年間無料入館で， もう 1 人つれて乙れる。②

会報が遊付される。①ミュージアムショップで販売して

いるものが15~ぢ号同購入できる。@滑別の講習会の案内。

⑤会員の行事等への参加がある。募集のパンフレットも

センスのいいものが作成されていて， 今後の参考になっ

Tこ。

:ilíI燐の学校の理科教育の一環と しても利用 されてい る

竜巻きの発生，実験装置

-9 

ミュージアムショップ

エクスプロラト リ ウム，建物や展示物のデザインなどは

みすぼらしいが， それぞれの展示物の内容はすばらしい

ものばかりであった。子供たちの好奇心を， たとえば視

覚に関していえ';J:'，明暗や色彩をもたらす光の本質を探っ

ていくためのさまざまな展示が工夫され，波動性とか，

スベクトノレの問題など自然現象の不思議さに興味をひろ

げさせるようにしているし，一方その光を感じる日を通

し， さらに神経を通って人間の中に入ってきて，それを

意識する悩の知覚作用，さらには美の世界Kまで展開さ

せている。展示品，c対する哲学がちゃんと確立され7てい

るようである。さらには，全ての展示品が職員の考案手

作りで，ベニア板やアクリノレ板などを組合わせて，純粋

に自然現象を楽しく百白いものにして見せて，子供iζ 自

由にさわらせている。又，エクスプレーナーの生き生き

とした指導風景，クックブックに展示品の構造，内容を

発表して，世界の皆のための共有財産にしている乙とな

ど，見るもの，触るもの，聞くもの全てに，今回の最初

の公式訪問館という乙ともあって ， 非常lζ感銘をうけた。
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〔展示研究〕

メカ ニ マ}t"の製作について

東海大学海洋科学博物館の中K r海の生き物に学び，

海洋開発の未来を考える」をテーマとした，メクアリウ

ム(機械水族館)が誕生したのは 1978年 4 月の事です。

此には海の生き物の機能や形態をモデノレとして作られた

メカニマノレ(機械生物)が展示されている。今年(1988

年)でメクアリウムも 10年目を迎える事になり，展示内

部の一部改装と新しいメカニマノレの製作を行っ た。

メカニ '7 Jレの製作については，学芸員の手によ っ て行

われている。そのため，比較的軽くて加工しやすいアル

ミニューム材を主に使用している。ただ欠点として，今

一つ強度が出ない事と摩耗しやすい事が上げられる。例

えば， 入館者の多い夏などはメカニマノレの可動率が増し，

それと共IL故障も増える事になる 。 そ乙で，交換用パー

ツをいつでも取り替られるように普段から製作して取り

揃えてし る。現在は本学梅洋学部の学生をアノレノミイト lζ ，

各種パーツの製作を行っている。

写真 1 : メクア リ ウム泳き‘コーナーのプーノレ (6.4 x 3.4M) 

では，此で比較的最近誕生したメカニマノレを 2種，ご

紹介する。

キカマンボウ: マンボウと言う魚をモデノレに製作した

物で(写真 2 )，マンボウは扇平な体に大きな背鰭と尻

鰭を持ち， ゆらゆらと泳ぐ愛矯のある魚である。製作K

あたっては本物のマンボウをVTRK撮り，形や鰭の動

きを何度も見て観察した。その結果，鰭の動きは単に同

じ方向K振るのではなく ， *を煽る要素が入っている事

が分かつた。

仕組は l つのモーターの回転運動を一度左右の往復運

動K変え，それを上下の鰭が同じ方向 K振れる機動きを

伝えている。煽りの要素は，モーターの往復運動から鰭

までの聞に取り入れる ζ とが出来たが， 乙の部分が解決

東海大学海洋科学博物館学芸員佐藤 猛

写真 2 :キカマンボウ(全長32cm鰭を含めた体高44cm)
するまでは，随分と時聞がかかってしまった。

出来るだけ本物 lζ近づける事を目的としたため，今ま

で使用していた塩化ビニーノレの硬い鰭は止め， ビニーノレ

等色々と試した結果，柔軟性があ って比較的*K強い天

然ゴムシート(厚さ 1 mm) を使う事にした。ボディはフ

ロートの役目も兼ね，発泡ウレタンK表面は強度を持た

すため F R P加工を施した。また，本物の海水魚(アカ

タクリ)と同居展示させるため，今までのアノレミ材では

腐食の心配があった。そ乙で，メカ部分の強度を要する

所はステン レス ， その他はアクリノレ樹脂を用いた。モー

ターの防水ケースも従来のアノレミケースからアクリノレと

ジュラコン(ポリアセターノレ)を使い製作し， モーター

のシャフ卜部分κは強度がいるためステンレス棒を加工

した(写真 3 )。

展示7M警は直径 1. 2 m ， 深さ 1 mの円柱水槽で，電磁

波センサ-Kよ っ て水槽に近づいた観覧者を感知し，自

動的K動き出す様 1<::工夫した。乙れは，人が近づくと動

き出すという意外性と無駄な消耗を防くための配慮、であ

る。

さて，展示してから 1 ヶ月程経 っ た頃， 鰭の動きが悪

くなり， 殆ど前進しなくなった。水槽から取り出して見

た所，鰭を止めているステンレスネジか腐食して細くなっ

ていた。乙れには正直な所困ってしまったが， 色々調べ

た結果， 当館の海洋水槽 lζ も施されているステンレスよ

-10-
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写真 3

怨長

ケース下部
(アク リ lレ)

D C12V 
ギアモーター

O リングシャフ卜
(ステンレス) ケース上部

(ジュラコン)

り溶け易い金属を取り付ければ良いという事が分かった。

そ乙亡融調 (20 x2Om叫 厚さ 2 mm) をメカ部に左右

各 l 枚取り付けた。それからはステンレスも溶ける事な

し亜鉛板も 3 ヶ月 1[. 1 度交換する事で解決した。

オヨギマンネン: メクアリウムがオープンしてから 10

年目という事で，新しいメカ ニ7ノレを製作する事lとなっ

た。そ乙で縁起の良い物をと ， ウミガメをモデノレにした

メカニマノレを製作する事になった(写真 4 )。

ウミガメは肢がヒレ状になっていて，前肢で水を煽り

ながら力強く泳ぐ。後肢は泳さにはあまり使わず， どち

らかというと舵の役目をする。マンボウ同様ウミガメの

泳ぎをVTRIL撮り観察し，製作にかかった。

乙ちらのは， モーターの回転運動を上下の往復運動 iζ

変え，それを左右のヒレが上下閉じ方向に振れる様に伝

えた。 水を煽る要素は， ヒレの付け根の所で自由度の高

い接合部を取り入れる事によ って出来た。

写真 4 : オヨギマンネン(全長45crn，幅54crn，高さ 24cm)

オヨギ7 ンネンはキカマンボウと違って真水仕様なの

で， メカ部Kはアノレ ミ材 (5052系)を使用した。 耐食の

事を考えアノレ ミ材を加工後 IL アルマイ 卜加工を施してい

る。フロー ト は F RP製で， 今まではポ リエステノレ系だっ

たが， 今回はエポキシ系の物を使用する事に した。その

結果， エポキシ系の方か耐水性 IL優れている事が分かつ

た。

展示方法は他の泳ぐメカニマル同様， メクア リ ウム入

口のプーノレでインス ト ラクタ ーの操縦解説( 1 日 5 回)

によるものである(写真 1 )。そのためオヨギマン不ン

完成低直ちにインス トラクターは解説と操縦の練習を

仮設プーノレでオヨギマンネンの操縦

練習をするインストラクター

行い. 10周年記念、 l乙彼露する事となった。

以ム簡単ですがメカニマノレの製作について書きまし

た。メカニマノレは， アルミやステン レス等硬い素材を使

用している物が殆とです。しかし，乙の硬い素材からい

かに しなやかな動きを作り出すかと いう事が見せ場とな

ります。見学に来た子供達が， それらを見て感じ取って

貰う事で少しでも科学への興味を持って貰えれば良いと

思います。
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〔教育普及活動〕
電子顕微鏡講座「電子の目で見る世界J

ベ
チ
ュ
ニ
ア
の
花
粉

松尾銘造パルテノン多摩

施設としてオープンした。

オープン以後，博物館の教育普及活動として，左表の

ような数々の講座を実施してきた。

今回は， 昭和63年度の夏休み特別講座として初めて企

画実施した，電子顕微鏡講座「電子の目で見る世界J の

実施概要について簡単 IC報告させて頂き，加盟館圏の皆

様の参考になれば幸いである。

2. í電子の目で見る世界」の実施概要

(1) 実施目的

当施設には， í拡大の目 J をテーマ lζ各種顕微鏡・

顕微鏡テ レビ装置そ して走査電子顕微鏡(日本電子製 J

SM-T 220A) を備えてい る。

近年，走査電子顕微鏡を設置している博物館は多く

なっているが， その利用法は， 館職員や一部研究者の

研究用， もしくは展示物として取り扱われている場合

が多い。

昨今の電子顕微鏡，特 IC走査型はオー卜化されてき

ているので， 操作する Irあたって特別な専門的知識を

要求されなくなってきている。つまり，電子顕微鏡は

かつてのように特別な機器ではなく ， 多少の講習さえ

受ければ誰もが使用できる機器なのである。

そ乙で，今回「電子の目で見る世界」と題し，小学

校 5 年生~中学生を対象として， 電子顕微鏡とはどう

いったものなのか， 1 ， 000 倍， 1 0， 000倍とはどんな世

界かを実際に体験してもらう乙とを目的 IL実施した。

1. 教育普及活動の概要

全科協ニュースVo 1. 18, No. 6 (N ov. 1 988) の加盟

館園紹介欄 ILて御紹介して頂いたとおり ， 当館は昭和62

年10月 31 日博物館機能とホール機能を併せ持つ複合文化

回数

年 4 回

年 4 回

名実施講座

-自然、観察会 (62年度)

年 4 回

年 4 回

年 4 圃

- 日本史入門 (62年度)

- 植物分類学講座 (62年度)

- パードウォッチング入門 (62年度)

・ ボタニカノレアート入門 (62， 63年度)

・ 植物観察会 (62， 63年度)

-植物生態学講座 (62年度)

年24回

年11回

年 1 回- スカイハンタ一大集合 (62， 63年度)

・ サイ エンスシアタ ー (62， 63年度)

・ 考古学講座 (62， 63年度)

年24回

年1 2回

年 2 回- 縄文土器づくり講座 (62， 63年度)

・ 江戸時代の多摩を探る (62， 63年度) 年24回

年 6 回- 民俗学講座 (62， 63年度)

年 3 回

年 4 回

- 文化講座 (62， 63年度)

- 文学散歩 (62， 63年度 )

- 12-

年12回

年 6 回

年12回

年 2 回

年 1 回

- 音具ワ ー クショップ (62， 63年度)

・自動演奏楽器コンサート (62， 63年度)

- 観察クラブ (63年度)

・ 電子の目で見る世界 (63年度)

- 夏休み自由研究相談室 (63年度)
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(2) 実胞方法

当館では初企画のため，その実施方法については手

探り状態であったが，対象は小学校 5 年生~中学生，

参加者の観察試料 モンキチョウの鱗粉

少人数，素材の選択から試料作製 ・ 操作を参加者自ら

行う ， 写真パネノレの作製も行う乙とを基本条件IC，以

下のとおりに進められた。ホ印は留意点である。

広報・ 募集対象:小学校 5 年生~中学生

，参加費 : 1 ， 500 円

日程 : 凶 7 月 29 日， 8 月 4 日， 9 日

(B) 7 月 30 日 ， 8 月 5 日 ， 10日

本 3 日開通しで出席

定員: A, Bグノレープとも各10名

*電話で申し込みを受ける際，観察したい試料を

聞き，持参するよう指示。

*観察試料について参加者IC電話で確認 ・- 当設

備では対応できないものについては，試料を変

更してもらう。

第 1 日・試料作製

(1) 電子顕微鏡についてのビデオを見る。

(2) 各自持参した試料をまず肉眼でよく観

察 しスケ y チする。

(3) 次に実体顕微鏡で観察しスケッチする。

(4) 乙れまでの観察から，電子顕微鏡で見

た場合の惣像図を描く。

(5) 試料作製(各自 2 試料まで)。

(6) 完成 した試料は各自シャーレ IC入れて

保管する。

*第 1 日から第 2 日までに，必ず予備期聞を設け

る。乙れは，試料作製 IC失敗した子供の試料を

職員が手直しする期間であり，かつ第 2 日の観

察に先立って予め職員が電子顕微鏡で確認する

期間である。

*子供たちが作製した試料は次のものである。

リンドウの花粉，ホトトギスの花粉， ペチュニ

アの花粉， モンキチョウの鱗粉，カラスアゲハ

の鱗粉，プラスチック消しコム， ト ンボの複眼，

ハ 卜 の羽根， アリ ， 木綿布，毛糸，エンピツの

芯，紙ヤスリ，洋ゴショウ，オンブバッタ

第 2 日・観 察

(1)電子顕微鏡の構造 ・ 機能・操作手I1聞に

ついて簡単に説明。

(2) 第 1 日に作製した試料を電子顕微鏡

ICセット し， 各自で操作しながら観察

する。他の参加者はその操作方法と試

車工闘察をする。観察時聞は 1 人約2切れ

(3) 観察しながら， 写真撮影する倍率と部

位を決定し，ポラロイドフィノレムで慣

影する。

*第 2 日から第 3 日までの聞に，職員が各自の希

望した撮影倍率，部位をポラロイドフィノレムで

確認しながらフィルム撮影する。

*撮影したフィノレムはすく K現像し，撮影の失敗

がないか必ず確認しておく。

第 3 日・暗室作業

(1)写真の焼付作業について， 手順を説明。

(2) 焼付の各工程IC担当者を決め，作業を

開始する:必ず全員が全工程を経験す
るよう途中で持場を交代する。

(3) 焼付の最終工程である水洗が終わった

ものから順次印画紙乾燥機で乾かし，

ラミネート加工する。

(4) 焼付後の撮影倍率， 試料名， 撮影年月

B，氏名を記入し完成。

*焼付作業に必要な現像液， 停止液， 定着液は前

日もしくは当日の講座開始前 IC準備 しておく。

*今回のプリントサイズは四切。

*最後にラミネー 卜 加工した理由は，通常のパネ

ノレ作製K比べ手軽で安価かつ保管が楽なため。

水ラミネー 卜 加工した乙と ICより下敷きとして利

用する乙とができ，子供たちiζは好評であ った。

3 . 講座を終えて

職員の勉強不足，設備機器の不備，薬品処理の危険性

等の理由により，希望の観察試料を作製できなかった子

供がいた乙とは，非常IC残念であった。

以下lζ講座を振り返っての問題点，反省点、， 子供たち

の反応について列挙する。

- 13-
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観察風 景

(1)職員 2 人で l 回 6 名の子供を指導したが，個々別々

の試料を作製 したので，それぞれに使用する道具や

方法が異なり十分な指導ができなかった。

(2) 電子顕微鏡の操作K対する子供たちの好奇心は強

しその心，行動を押さえるのに苦労した。

(3) 電子顕微鏡を操作している子供の他は，操作の様

子やモニターを見てい るのだが，自分の順番が来る

までに相当時間があるため飽きてくる。

(4) 電子顕微鏡についているモニタ ーでは小さすぎる

ため，外部モニターを 1 台用意すべきであった。

(5) 今回は，ただ単lζ電子顕微鏡を使った講座で終わ

る乙となく ， 自分たちが観察した試料の写真パネ ノレ

づくりまで実施したのが良かった。

子供たちにとって， 成果が何らかの形として残る

というととは大切な乙と である。

(6) 電子顕微鏡とは直接関係はなかったが，暗室での

作業は子供たぢにと って初めての経験であり，非常

に魅力的な作業であったようである。

焼付は，自分の観察した試料が形になって現れる

瞬間であり ， 期待と不安でワク ワクするものがあっ

たからであろう。

また， 子供たちの感想、や要望をまとめてみると次の

ようなものであった。

オンブバッタの後肢
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(1 ) 電子顕微鏡をもっと操作 したかった。

(2) もっと多くの試料を作りたかったc

(3) 自分で操作できたのが良かった。

(4) 学校の教科書で見t:~より も詳 し く調べられた。

(5) 昆虫にはあまり興味はなかったが， 電子顕微鏡で

拡大し観察したらとてもおもしろかった。

(6) 肉眼の世界とは全く 違った世界だ ったので驚いた。

(7) 暗室での作業がおも しろか った。

E掴， 1 日巨日 貨見筆õ<，式刻同号室子ーっくぞ〉う ' 

1, MUは、金司 つ"たりつぶしたりし低いよう大切にあっかおう.

2. IitUについているゴミやホコリをと る.

3. ljt料台にのる大会さに、カッタ ーか安全力三ゾリを使ラて切る . 1 c mよりむ小さ〈
する，

$ゆぴ"切り信いように l

4 小さ〈切q た“"を眼科台にのせる.

本以"と台を 〈噌勺付るむの止しては、両面テ ープ マニユキ忌 7" どをつかう.
市ピ ン . フ ト.. ，史令て、し場かにあっかおう f ぜヲたいにおさえたりしはいこと.
."料台のウ ラ に . 自分の名前とM科の名前をかいておこう!

5 イオンスパ マ タ ー装置に民"がの，た"斜台"セ ッ 'する.
・電子制撤飽でよく 観宣言できるように、金で民斜全体をお釘 9てあげます.

6 イ元ンスパヲ タ ー鎗置が終わq たMt4は、シ令 レの・" に入れてC接待する.

岡崎耐る寸止

1-19 "̂<m 
I ﾟ: t (m重たは 5mm

s五 割刷、< ~I判訴す

F ・・・・・・ l ，tt4台

.-:ヲ司. . ー-- ~』 イオ/
11 ，.-.-----..ーーーーーーーーー スパ 7 ター

ミ:....i:.: ~; ;;1司'

子どもたちに配られたパンフレ y トより

(B5版。その日の作業や注意事項が

図解入りで，わかりやすく書かれている)

以上今回の問題点，反省点を踏まえ， 今後子供たち

の期待IC::応えられるよう努力したい。そして将来は.

子供たちが観察 した「ミクロの世界J の展示会や出版

物ができたらと考えている。

電子顕微鏡は， あくまでも研究， 観察の目的を達成

するための一つの道具であり ， 一方法にすぎな し、。今

後は， 乙の機器をどのよう K活かし使い乙なしていく

かが課題である。

事務局から

全科協各加盟館で実施された教育普及活動を本紙で紹

介しています。また， 博物館活動K関する質問も受けつ

けていますので，事務局宛 lζお問い合わせください。

担当若宮
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第 30 回企画展「恐竜の時代 J

1.はじめに

昭平003年 7 月 23 日から 8 月 28日(開館日数32 日間) Iζ 

行なわれた本企画展は，当館自然部門担当者にとって，

当館で初めて実施された自然資料のみからなる展示会で

あった乙とは特筆すべきものであった。当館は郷土歴史

博物館としての性格か ら ， 学芸員数も自然部門担当者は

少なく (学芸員総数 9 人，歴史 2 人，考古 3 人， 民俗 2

人自然 l 人， 美術工芸 l 人，他に指導主事(歴史 1 , 

自然 1 )が学芸に関する業務をお乙なっている)，過去

に実施した 2 回の自然部門の企画展は， それぞれ考古及

び民俗部門との共同展示であった。

今回恐竜展が実施できた乙とは， 群馬県Kおいて恐竜

の化石が発見され話題を呼んだ乙と ， 及び館員等が恐竜

展iζ理解と協力をしてくれた乙と ， 自然部門担当者が学

芸員 1 ， 指導主事 l の計 2 人であ った乙 と(開館時は l

人のみであった)によると思われる。

2. 準備

今回の企画展は 4 年前iζ実施が計画さ れ， 企画担当者

( 1 人)が内定されていたので. 資料の調査や企画lζ必

要な期間が害IJ合とれた乙とは幸いした。しかし実質的な

活動は約 1 年間であり，企画展をお乙なう館内のプロジェ

ク 卜 チーム( 3 人で構成 ; 企画担当 1 ， 事務担当 1 ， プ

ロ ジェク ト員 1 )が組織されたのは約 4 ヶ月前であった。

3. 広報

広報は通常の企画展と同様の方法と数量でお ζ なった。

ポスター製作枚数3500枚， ちらし 10， 000枚，県内市町村

の広樹氏ではし、くつかの市町村で掲載しなかったと乙ろ

があるカえ乙れはそれぞれの市町村主催の夏休み行事の

案内でスペースが終了 して し ま い，恐竜展へのスペース

展示会場(タノレボサウノレス実物大復元模型)

- 1 5 一

群馬県立歴史博物館
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がなくなってしまったものと考えられた。

4. 特色・内容

当館企画展と しての恐竜展の特色 ・ 内容は以下のとお

りであった。

( 1 ) 群馬県で発見さ れた恐竜椎骨化石が， モンゴノレで

多数発見されているガ リ ミムス属のものである乙と

から，群馬県との関連を計るという目的で，モンゴ

ノレ産の恐竜をで。きるだけ展示する乙とにした。 しか

しながら恐竜そのもの(及び中生代は虫類)も理解

できるようある程度の系統を考慮し， 又日本産恐竜

及び県内の中生代の動 ・ 植物化石等を展示する 乙と

を展示の基本とした。実際に展示した資料数は， 実

物 124点，複製27点，模型 3 点， 計 1 54点， ま た借

用先は， 博物館等13件， 個人1 5件であ っ た。

(2) 図録は子供達が小使いで購入できるようにと 600

円で販売できるものを作るとい う前提で作業を進め，

総ページ32頁カラーページは 16頁とした。図録の害IJ

付け等は今までの経験から， 専門のデザイナーに依

頼した(印刷費込みで契約)。 実際はデザイナーの

技量が会社により千差万別なので， 経理の理解を得

て恐竜展の図録を作成するのに県内では，最適と思

われる会社K契約する ζ とができたζ とは幸いであっ
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た。その結果担当者と しては割付の仕事から解放さ

札さらに体裁のよい見やすい図録になったと考え

ている。

(3) 企画展の会場にいる間だけでなく ， 家へ帰ってか

らも恐竜K.親 しんでもら いたいと い う願 L 、で， 関連

した物品を企画展の期聞に限って販売する乙とを計

画した。乙れは当館にとって初めての乙とであり職

員から種々の意見があったが大勢は協力的であった。

しかし化石実物の販売は当館としては不適当である

という意見が大勢を占め，結局化石実物を除く恐竜

に関係したもので，おもちゃ的なものは除いたもの

を選んで販売した。販売品はお湯を注ぐと恐竜の骨

格図があらわれる7グカップ， 恐竜クラフ 卜模型，

1/40恐竜模型， 恐竜ジグゾーパズノレ， 恐竜パンダ

ナであった。特IL< グカ y プは通常販売されている

もののほか，群馬県産出の山中竜の絵が入ったもの

を特注して販売した。期間中販売員を 2 人雇用して

行ったが，赤字にならない程度の低価格で販売でき

るように心がけ，又販売品K関係した恐竜を説明す

るプ リ ン ト を作成し，品物と合せて配布した。

(4) 会場が約 300 rrl'と手狭なので，首長竜(ヒドロテ

ロサウノレス)は会場入口， デイメ ト ロドン(全身骨

格及び肉付実物大模型)は博物館入口付近に展示し

た。および展示会場内外をとわずへゴ ・ ソテツ等の

中生代に繁栄した植物を(鉢植え) リ ースし， 展示

資料と同様に解説をつけて展示したが， 会場の雰囲

気っくりに大変効果があった。しかし特にへゴ‘は痛

みが早く管理は大変でかなり神経を使用した。化石

4. 入館者

入館者は表のとおり会期を通しでほぼ同様の入館状況

であった。特K多い日は日曜日で次いで土曜日，平日の

順であった。お盆の期聞は平日もかなり入館者が多い傾

向が見られた。内訳は大人が過半数 (52. 3~引を占め次

いで中 ・小学生が27. 2%である。しかし， 乙れの内容は

大部分が低 ・ 中学年の小学生であった。幼年者が多かっ

た乙とも特徴で， 一口で表現すれば，幼年者及び小学校

低 ・ 中学年生が親と共1[.多数来館したのが今回の観覧者

の特徴であったといえる。通常， 当館の入館者(個人)

は大人が多く乙のような低年齢層を含んだ来館者層は当

館始まって以来の ζ とであり ， 恐竜展は新らしい観覧者

を開拓したといえそうである。

乙のためかミュージアムショップの販売品 ・ 図録等も

人館者合計 37.564 人

入館者内訳

入館者
人

3000 

開催期間 ( 7 月 23 日 - 8 月 28 日 )

2000 

1000 

7月 8月
20 21 22 23 24 26 27 28 29 30 31 2日 3 4 5 6 7 9 10 11 12 13 14 16 17 1819 2021 2324252627283031 

日日日日日日日

「恐竜の時代J 日別入館者数

IL直接手で触れてみたいとは大部分の観覧者が思う 好調な売れ行きであり ，入館者数も夏の企画展では最大の

乙とだろうと予想されたので， 手でさわれる化石，

それも恐竜の化石を入手する乙とを考え， 前年度lζ

アメ リ カ産アパ 卜 サウノレス大腿骨( 1 点)を購入し

ておいた。実際多くの人達が手で触れており，大変

喜乙ばれたものの 1 つであった。
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観覧者を数える乙とができた。

5. 後 書

最後の資料返却が終了したのは. 1 0月 2 1 日であった。

乙の間借用先の皆様には無理を聞いていただき大変あり

がたく感じ，他館で催される行事には最大限協力したい

と思っています。(学芸第二課長 田中宏之)
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